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 論文審査の結果の要旨
 一般にルイス酸触媒は,カルボニル基やニトリル基などの極性官能基などに対する活性化剤として有機
 合成反応に用いられている。一方,当研究室においてはアルキンやアルケンなどに不飽和結合に対する活
 性化剤として着目し,様々な有機合成反応を開発している。本論文において野上勉は,これらの知見を基
 に,基質にアルキンとアルデヒドを有する基質を用いることで,これによるπ電了・活性型ルイス酸触媒に
 よる触媒反1、芯を開発した。
 第!章では,パラジウム触媒によるアルキニルアルデヒドの環化反1,応を開発している。この反応では,
 今までに例がないパラジウムがルイス酸,遷移金属の2つの作用を同時に示すことにより,環化反応が進
 行していることが示唆されており,有機合成上非常に興味深い。また得られてくる環状化合物は,生理活
 性を有するイソクロメン骨格を有しており,実用性を兼ね備えた有機合成反応である。
 第2章では,第!章で開発したパラジウム触媒による環化反応を天然物合成に川いている。ナフトキノン
 誘導体であるBCH-2051は抗癌作用,また副作用が抑えられるということから,非常に有用な化合物であ
 ることが知られている。しかしながら,合成法が難しいという難点があった。今回,鍵反応としてパラジ
 ウム触媒による環化反1,藤を用いることで,BCH-2051の合成に成功し,以前のステップ数よりより短く合
 成することに成功した。この結・果より,第ユ章で開発したパラジウム触媒による環化反応は,様々な有用
 であるナフトキノン誘導体の合成に有効であり,簡便で効率的な合成法を確立した。
 第3章では,銅触媒によるアルキニルベンズアルデヒドとアルキンとの新規14+21環化反応を開発してい
 る、、この反応においては,炭素炭素三重結合解裂反応を含んでおり有機合成..r一二,非常に興味深い。さらに
 ナフタレン骨格に対し位置選択的に置換基を導入できるという弔し煮を有しており有機合成の観点からも有
 用な反応であることがいえる。
 以上,本研究は反1、已1有機化学,有機合成化学の分野に貢献するものであり,著者が自立して研究活動を
 行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,野上勉提出の論文は博士(理
 学)の学位論文として合格と認める。
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